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Ⅰ．諸言 

 POI（早発卵巣不全）と診断された患者は排卵誘発が困難であるため、不妊治療にかかる期間は長期

化する傾向にある。限られた卵子を根気よく育てていくため、先の見えない治療を継続しなければなら

ないことにより POI患者の抱える不安は大きい。 

 今回、POI患者が抱える不安を表出し、治療と向きあってもらうために患者会を開催した。そこから

得た看護支援について報告する。 

Ⅱ．実践内容 

 2019年に当院通院中の 20代から 30代で POIと診断された患者 13名が参加した。前半は看護師から

「POI」の病態説明と、生殖心理カウンセラーから「治療中のセルフコントロール」について、後半は

「患者同士の交流」を設定し、１テーブルは個々が発言できるよう少人数制とした。 

Ⅲ．結果 

当初交流会には抵抗があると難色を示していた参加者も、治療の想いや気持ちを表出している他の参

加者を見て自ら話し始める人もいれば、終了時間を過ぎても話し続けるグループもあった。会終了後の

アンケートでは、「気持ちの共感ができた」、「自分について話せたことが気持ちの整理に繋がった」な

ど前向きな回答があった。また、「今までは POIについてよくわからないまま治療を続けていた」、「治

療中のセルフコントロールの大切さを学ぶことができた」、「これからもこのような会を続けて欲しい」

などの肯定的な回答もあった。 

Ⅳ．考察  

同じ悩みを持つ患者同士で意見交換ができたことは、患者のストレスや不安を軽減し、治療を前向き

にとらえるきっかけになった。「POI」は自分だけではない、先の見えない治療と向き合わなければいけ

ない現実を共有できたことが、POI患者にとって心強いものとなった。それと同時に、POI患者に理解

しておいて欲しい患者教育の必要性と、今後も今回同様に患者同士の交流の場を持つ必要性がわかっ

た。 

Ⅴ.今後の課題 

 患者教育といっても病態の理解だけでなく、長期化するかもしれない治療により不安を抱え易いこと

を知ってもらう必要がある。そして「必ずしも妊娠できるとは限らない」ことも治療と向き合うために

は大切であり、POI患者の限られた治療期間の中で、納得した治療の選択ができ、その先の人生に繋が

るような継続した関わりを持たなければならないと考える。 

コロナ禍により会開催が困難となった今、患者同士の関わりが途絶えてしまうことで POI患者にどの

ような影響を与えるのか考慮し、「Zoom」による患者会開催を実施し、引き続き患者のために何ができ

るか検討していく。 


